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光
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母
畑
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森

『
母

畑

ふ

る

さ

と

マ

ッ

プ

』
(5)

浄
光
寺
開
山
に
つ
い
て
は
、
縁
起
・
文
書
等
が
な
い
の
で
確

か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

石
川
町
史
に
よ
れ
ば
、
出
典
は
明
確
で
な
い
が
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
あ
る
。

一
、
宗
派

真
言
宗
新
義
派
（
智
山
派
）
本
山
京
都
智
積
院

ニ
、
本
尊

大
日
如
来

三
、
本
寺

西
館
山
乗
蓮
寺

四
、
創
立
、
縁
起
、
創
立
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
元
禄

元
年
（
一
六
八
八
年
今
か
ら
三
〇
九
年
前
）
五
月
、
東
母
畑
寺
前

よ
り
現
在
地
の
母
畑
字
七
森
に
移
さ
れ
、
僧
明
海
に
よ
っ
て
再

基
さ
れ
た
と
あ
る
。
（
東
母
山
浄
光
寺
か
ら
中
母
山
浄
光
寺
と
な

る
）浄

光
寺
は
、
無
住
の
時
代
が
多
か
っ
た
の
で
、
古
老
の
言
い

伝
え
頼
る
ほ
か
な
い
が
、
現
在
本
堂
内
の
欄
間
の
彫
刻
年
代
に

は
寛
政
五
年
（
一
七
九
三
）
七
月
三
城
目
村
岩
谷
某
と
あ
る
。
ま

た
、
今
は
無
い
が
障
裏
に
使
用
さ
れ
た
用
材
は
、
か
つ
て
東
母

山
時
代
の
本
堂
に
使
わ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。

『
中
母
山
浄
光
寺
に
つ
い
て
』

母
畑
実
年
大
学
講
座
生

福
田

源
喜

当
時
村
長
は
議
員
の
互
選
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
、
村
会
の
議

長
も
兼
ね
た
。
議
員
数
は
、
村
長
を
除
い
て
八
名
で
あ
っ
た
。
以

下
、
現
存
す
る
最
も
古
い
議
会
資
料
で
あ
る
明
治
二
四
年
（
一
八

九
一
）
二
月
末
の
「
母
畑
村
会
議
事
録
」
に
よ
っ
て
、
当
時
の
様
子

を
見
て
み
る
。

議
員
の
出
身
地
区
は
母
畑
四
人
、
湯
郷
渡
三
人
、
北
山
二
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
関
根
儀
左
衛
門
を
除
く
八
人
の
平
均
年
齢
は
三

九
歳
弱
と
い
う
若
さ
で
あ
り
、
ま
さ
に
新
制
母
畑
村
の
誕
生
に

ふ
さ
わ
し
い
、

『
初
期
母
畑
村
村
会
』

清
新
の
気
に
溢
れ
た
村
会
で
あ
っ
た
。

明
治
二
四
年
二
月
二
八
日
開
会
、
議
長
は
村
長
務
川
和
田
次

郎
で
あ
っ
た
。
出
席
議
員
は
七
名
。
四
番
議
員
迎
源
吉
は
病
気

の
た
め
欠
席
。

村
長
提
出
議
案
は
以
下
の
三
件
で
あ
っ
た
。

第
一
号

明
治
二
四
年
度
歳
入
出
予
算
表

第
二
号

明
治
二
四
年
度
戸
数
割
等
差
案

第
三
号

財
産
明
細
表
事
務
報
告
書

こ
の
日
は
、
第
一
号
の
第
一
次
会
の
み
で
議
了
し
た
。

翌
三
月
一
日
は
、
二
番
・
八
番
議
員
も
欠
席
の
た
め
定
足
数

と
な
ら
ず
休
会
と
な
っ
た
。

三
月
二
日
、
午
前
一
一
時
開
会
。
議
長
・
議
員
全
員
出
席
し
、

第
一
号
議
案
、
第
二
号
議
案
の
審
議
を
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
若

干
の
修
正
を
行
い
議
決
し
た
。

そ
の
後
、
第
三
号
議
案
で
あ
る
明
治
二
三
年
度
の
財
産
明
細

表
と
事
務
報
告
を
受
け
、
議
事
録
の
朗
読
が
あ
り
、
一
同
異
議

な
く
署
名
し
、
午
後
五
時
閉
会
と
な
っ
た
。

次
回
は
、
「
初
代
村
長
務
川
和
田
次
郎
」
を
掲
載
し
ま
す
。

石
川
町
史
よ
り
抜
粋

祠
祠
祠




新型コロナを払拭！！サロンで免疫力ＵＰ！！

「輝け！

教育目標
令和２年１０月 第５６７号

発行日

責任者

令和２年１０月１日

母畑自治センター

センター長 瀬谷 長一

発行所

母衣旗」

3日（土）13:30  書道教室

６日（火） 9:30  湯郷渡サロン

講師：ニチイ学館

8日（木）13:30 ハーモニカ教室

9日（金） 9:30 上母畑サロン

講師：廣田智（理学療法士）

13日（火）13:30  下母畑サロン

講師：中島リバティ

編集後記 お彼岸過ぎましたら朝晩がめっきり涼しくなった来ましたね“秋”です。収穫の秋を迎え農家の

皆さんは、大変忙しい時期を迎えますね。早寝早起き、そして規則正しい生活を送って免疫力付けて、

インフルエンザ、新型コロナウイルスを払拭しましょう。

14日（水）13:30 福祉部会

14日（水）18:30  民謡教室

17日（土）13:30  書道教室

22日（木）13:30  ハーモニカ教室

24日（土）13:30  書道教室

28日（水）18:30  民謡教室

今月もサロンは『三密』にならないように窓を開けたり、イス幅を開けたり、マスクをして、手を消毒し入室

しています。9/1（火）湯郷渡サロン（参加11名 講師 宗形 修理 中島リバティ）は、健康体操を頭から足まで

の全身を。9/8（火）下母畑サロン（参加13名 講師 佐川典子 ニチイ学館）は午後一番の暑くなる時間帯に健康

体操を頭から足まで全身にわたって行いました。9/11（金）上母畑サロン（参加12名）が予定していた講師に

代わり、上母畑区内の情勢や予定を木戸区長が笑いを入れながら話して有意義な時間を過ごしました。

9/11（金）19時から企画推進委員会（委員長 添田安夫）

が文化祭とコミュニティセンターについて会議が持たれた。

文化祭は、展示のみで規模を小さくし母畑自治センター内で

行うことにした。コミュニティセンター施設については、旧

母畑小学校跡地で進入路は緩やかにし、体育館と近く、調理

室、トイレを充実させて利用しやすく等々色々な意見が出た。

後日改めて会議を開催してコミュニティセンターのあるべき

姿を検討することになった。

１０ 月 の 行 事

母畑自治センターだより

今月の題字（２８４）小５ 遠藤 可子さん

企画推進委員会開催

上母畑サロン湯郷渡サロン

企画推進委員会開催

中山間地域総合事業予定地の現地調査実施
9月16日（水）13時30分から県中農林事務所による母畑地区中山間地域総合事業予定地の現地調査が行われま

した。県中農林事務所農村整備部農地計画課から、西牧課長外３名、役場からは武藤農政課長外2名、そして現地

案内に瀬谷センター長外1名が対応した。

現地案内のスタートは農道（長石田～居矢塚線）⇒

農道（小田口～丈田線）⇒ 用排水（藤扱沢～牛沼）

⇒ 営農飲雑（上母畑）⇒ 集道（庫埜前～天升作）⇒

集道（恵瀬郷～庫埜前）⇒集道（浄水場～五斗内）

⇒ 老朽ため池（五斗内）⇒ 農道（荘束）⇒ 農道（下

村松～山中）⇒ 集道（真滝～羽貫田）⇒ 集道（浮庭）

⇒ 防火用水 ⇒  交流施設（旧母畑小学校）をじっくり

時間を掛けて見て頂きました。

母畑地区文化祭開催決定！！
9月1８日（金）1８時から文化祭役員会（添田安夫文化祭実行委員長）を開催し、世の中コロナ禍の中、母畑地区

文化祭を開催するのか検討しました。結果、文化祭を開催することになりましたが、三密にならないようにしながら

文化品展示のみで規模を縮小して行なうことにしました。

尚、今迄行っていましたカカシまつりは、三密になる可能性があるので今年は行わないです。来年は開催する予定

です。

＊＊＊母畑地区文化祭＊＊＊

* 日 時 11月1日（日）

9時～15時

* 場 所 母畑自治センターホール

* 展示品 ・長寿会員の作品、農産物

・白菊会員の作品展示

・書道教室生の作品展示

・菊作り愛好会員の作品展示

・生活や農作業に使用した懐かしい

道具類の展示

・書画、骨董、写真等の皆様所蔵品の展示

・菊花、山野草、盆栽、水石等の展示

※文化祭展示品を募集致しますので10/15（木）

迄に母畑自治センターへ申込んで下さい。

下母畑サロン

現地調査で説明する瀬谷センター長

文化祭役員会


